
























次Iζ彼の略歴 ・業績 ・発病以来の経過をしる して，追悼のことばとしたい。
阿部君の略歴等の紹介
1. 略歴・業績




昭和 38年 4月 北海道女子短期大学講師（教育学 ・教育原理 ・教育方法論担当）教務
課長兼務（43年3月迄 ） 学校法人浅井学園評議員




昭和 43年 4月 学生課長兼務となる
昭和 44年 4月 教授に昇任





昭和 45年 12月9日午後4時頃，急に頭痛・目まい ・動俸を訴え12月 12日慢性腎炎の
診断により江別市立総合病院に入院，病院長岩田博士の特診患者として手厚い治療・看護
を受けた。
しかし，当時すでに腎臓機能は両方とも正常の 3分の 1以下になっており，症状はま乙
とにうれうべき状態であった。岩田博士を中心とした医師団の懸命の治療にもかかわらず，
12月末日頃より尿毒症の症状となり， 46年1月5日江別市立病院と岩見沢市立病院との御
協議により，岩見沢市立病院に転院，同病院外科医長で人工腎臓の専門医として令名高い，
今博士のもとで人工腎臓による治療に切りかえた。
その後病院側の手厚い治療，奥様を始め身内の方々の懸命な看護により，症状は好転し，
4月末頃lζは通院によっての治療が可能となり， 4月26日退院，今博士。うおすすめもあっ
て週 1回 1時間の講義も担当する程に回復した。
しかし，本人の腎臓そのものは，その聞にもますます機能低下し， 6月中旬以降人工腎
臓による透析回数をふやすなどの治療にもかかわらず症状はむしろ悪化し，遂に 7月14日
朝 6時頃，病状にわかにあらたまり病室K泊って看護K当っておられた奥様も気づかない
程，静かに眠ったまま不帰の人となった。
尚，直接死因は尿毒症，解剖所見は両側萎縮腎・心肥大となっている。
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